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「エネルギーバリューチェーンの最適化」
に向けたSystem Of Systemsの

検討について

平成29年1月24日
エネルギー戦略協議会事務局
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＜議題＞
事務局にて作成した3つのSystem Of Systemsについて今後議論を
深めるべきテーマ、取り組みの過不足と次年度取り組むべき課題について

エネルギー戦略協議会（第14回）の振り返り(1/2)

＜主なコメント＞
○ 変動型再生可能エネルギー利用システム
・ 蓄エネマッピングについては、各国の適性や今後の技術革新によって変
化していくことから、将来のエネルギーシステム像を議論する上ではミス
リーディングを招くので注意が必要。
・ 需給予測は衛星情報等も活用し、運用計画まで求められる。
・ 蓄エネルギー源としてのモビリティの活用について議論すべき。
○ 化石燃料の有効利用+CCUSシステム
・ CCUのCO2削減ポテンシャル整理表については、条件を整理すべき。
・ CCSとCCUは、CO2削減の観点で比較すれば規模の違いは大きいが、
CCUはCO2を原料に有用なものを作り出す等、目的が異なる。定義づ
けが必要。
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エネルギー戦略協議会（第14回）の振り返り(２/2)

○ 全体について
・ 変動型再生可能エネルギー利用システムと地域熱電併給システムは
セットで議論すべき。
・ CCUSについても、エネルギー分野において重要な課題であると位置
づけられるものの、課題解決の時間軸を勘案し、上記２システムの議
論の後、検討する。

○ 地域熱電併給システム
・ DRの調整力も加味して地域内でバランスをとり、対応できない部分を
系統側で担うのが将来像ではないか。
・ 都市単位のエネルギーをシミュレーターで数パターン計算し、最適値を
出してみてはどうか。
・ 公的なデータをどう使っていくか、地域レベルのデータをどう集めるか、上
手に活用できるデータベースの在り方を検討すべき。
・ 各省の事例も参考に、地域のエネルギーシステムにおける課題を抽出
する必要がある。
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STEP1STEP1 • エネルギー関連施策、技術の俯瞰

STEP2STEP2 • System of Systemsの技術間連携を抽出

STEP3STEP3
• 各System of Systems の深掘りと取組の不足の
洗い出し

STEP4STEP4
• 課題解決に向けた提言とりまとめ、Society5.0を見
据えた具体的な取組の検討

System Of Systemsの議論の進め方

外部有識者による情報提供、
各省の取組紹介
（既に終了した事業で顕在化した課題等）



サービス

流
通

生
産

蓄電

発電
（変動型再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ）

太陽光

風力

海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ

IoTサービス

プラットフォーム

センシング・制御技術

データ解析

システム構築

エネルギープラット
フォーム

 需要家側ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃ
ﾑ

 系統側ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

 統合ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

燃料電池

水素貯蔵

水素燃焼

発電

運輸部門民生部門

先進交通システム先進交通システム

鉄道鉄道

空調・冷凍機空調・冷凍機

厨房機器厨房機器

照明照明

家電家電

情報機器・システム情報機器・システム

次世代自動車

住宅・ビル

給湯器

発電
（非変動型再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ）

水力

地熱

バイオマス集熱
(変動型再生
可能ｴﾈﾙｷﾞｰ)

太陽熱

蓄熱

送電

水素製造

水素輸送・供給

配電
熱輸送

電熱変換

a,◆f,i,j（太陽光）
h（風力）

b

c,d,◆ f,h,i,j

e,g

CCU

̶ 熱
̶ 電気
̶ 水素

情報
情報（エネマネ）
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（CO2とH2から
CH4生成）

◆ f,i,j

圧縮空気

h

圧縮空気発電

hh

a

h

超電導発超電導発
電機消

費

ﾊﾞｰﾁｬﾙ
ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾗﾝﾄ
ﾊﾞｰﾁｬﾙ
ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾗﾝﾄ

ｱﾝｼﾗﾘｰ
ｻｰﾋﾞｽ
ｱﾝｼﾗﾘｰ
ｻｰﾋﾞｽ

電力取引電力取引

見える化見える化

ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀ
ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｻｰﾋﾞｽ
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｻｰﾋﾞｽ
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

見守り・
ｾｷｭﾘﾃｨ
見守り・
ｾｷｭﾘﾃｨ

※

◆未利用
熱回収

発電（化石燃料）

天然ｶﾞｽ火力

石炭火力

◆：重きを置くべき施策あり
a~h：技術間連携を含む各省事業

※

※※

※
※

①変動型再生可能エネルギー利用システム

気象観測データ

熱発電 k



論点（案）
①変動型再生可能エネルギー利用システム

再生可能エネルギーの発電量予測技術について
中間層に必要なエネルギーシステム設計技術について
①アンシラリーサービス
→制御（協調PCSによる電圧、周波数の維持）
②コミュニティー内のエネルギー最適化
→蓄エネ（ならし効果、融通）
→需要予測（設備導入最小化）

現状の取組例を参考に、その他に取り組むべき技術課題
としてどのようなものが考えられるか

技術以外の課題について（制度、規制緩和、人材育成）
5
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②地域熱電併給システム

民生部門

蓄電／EV

発電（変動型
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ）

太陽光

風力

コジェネ・燃料電池

水素貯蔵

out

運輸部門

先進交通システム

航空機・船舶・鉄道

空調・冷凍機

厨房機器

照明

家電

情報機器・システム

次世代自動車

内燃機関自動車

住宅・ビル

給湯器

発電
（非変動型
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ）

小水力

小規模地熱

小規模ﾊﾞｲｵﾏｽ

燃料利用

蓄熱

水素製造

石炭

石油

ガス
太陽熱

燃料

IoTサービスプ

ラットフォーム

センシング・制御技術

データ解析

システム構築

エネルギープ
ラットフォーム

 需要家側ｴﾈﾙｷﾞｰﾏ
ﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

 系統側ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

 統合ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄｼｽﾃﾑ

HP

DR指令

DR指令

DR（デマンドレスポンス）指令：需要抑制の指令信号を示す。

b
a

b,c,d

水素輸送・供給配電熱輸送

out

in

廃熱活用

a

b,c

b,c

b,d b,cb,c,d

dd d

d

d

―熱
―電気
―水素
―燃料,原料
- - -情報
- - -情報
（エネマネ）

サービス

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚ
ｽﾎﾟﾝｽ
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚ
ｽﾎﾟﾝｽ

見える化見える化

ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀ
ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰ
ﾋﾞｽ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰ
ﾋﾞｽ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

渋滞緩和
ｻｰﾋﾞｽ
渋滞緩和
ｻｰﾋﾞｽ

見守り・ｾ
ｷｭﾘﾃｨ
見守り・ｾ
ｷｭﾘﾃｨ

地方創生地方創生

ｽﾏｰﾄﾌｰﾄﾞｽﾏｰﾄﾌｰﾄﾞ

◆：重きを置くべき施策あり
a~d：技術間連携を含む各省
事業

流
通

生
産

消
費

発電（化石燃料）

天然ｶﾞｽ火力

石炭火力

その他
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

雪氷熱

地中熱

未利用熱

e
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論点（案）
②地域熱電併給システム

各省事例における課題解決について
地域における熱の有効利用について
①変動型再生可能エネルギー+蓄熱
②地域における熱の輸送、用途について
→都市計画とエネルギーシステム評価の連携

 モビリティを活用した地域のエネルギー融通について


